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第
４
回

三
国
志
研
究
会
（
愛
知
版
）

孟
達
が
太
守
を
務
め
た
、
新
城
郡
に
つ
い
て

佐
藤
ひ
ろ
お

5

諸
葛
亮
の
第
一
次
北
伐
で
、
成
否
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
新
城
太
守
の
孟
達
と
の
連

携
で
し
た
。

孟
達
は
、
劉
璋
、
劉
備
、
曹
丕
と
、
次
々
と
主
君
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、

曹
丕
か
ら
孟
達
へ
の
信
頼
は
絶
大
で
、
対
蜀
戦
線
で
あ
る
「
西
南
の
任
」
を
託
し
た
た

め
、
群
臣
に
危
ぶ
ま
れ
た
ほ
ど
で
す
。
曹
丕
が
崩
御
す
る
と
、
孟
達
は
魏
で
孤
立
す
る

10

よ
う
に
な
り
、
諸
葛
亮
と
の
呼
応
を
画
策
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
司
馬
懿
の
奇
襲
に

よ
っ
て
孟
達
は
斬
首
さ
れ
、
蜀
軍
は
出
鼻
を
挫
か
れ
ま
し
た
。

孟
達
が
い
た
「
新
城
」
は
、
ど
の
よ
う
な
土
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
、

行
政
区
分
（
郡
県
）
の
変
遷
に
着
目
し
て
、
検
討
し
ま
す
。

15

１
．『
三
国
志
』
巻
二

文
帝
紀

注
引
『
魏
略
』

即
ち
達
を
封
拝
し
、
還
り
て
新
城
太
守
を
領
せ
し
む
。

２
．『
三
国
志
』
巻
四
十

劉
封
伝

20

蜀

平
ら
ぐ
後
、（
孟
）
達
を
以
て
宜
都
太
守
と
為
す
。
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建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
年
、
達
に
命
じ
、
秭
帰
従
り
北
の
か
た
房
陵
を
攻
む
。
房

し

き

よ

陵
太
守
の
蒯
祺
、
達
の
兵
の
害
す
る
所
と
為
る
。

か
い

き

達

将
に
進
み
て
上
庸
を
攻
め
ん
と
す
る
に
、
先
主

陰
か
に
達
の
独
り
に
て
任
じ
難

ま
さ

き
を
恐
れ
、
乃
ち
（
劉
）
封
を
遣
は
し
、
漢
中
自
り
沔
水
に
乗
じ
て
下
り
、
達
の
軍
を
統

よ

べ
ん

す

25

べ
し
め
、
達
と
上
庸
に
会
す
。

上
庸
太
守
の
申
耽
、
衆
を
挙
げ
て
降
り
、
妻
子
及
び
宗
族
を
遣
は
し
て
成
都
に
詣
ら

し
ん
た
ん

い
た

し
む
。
先
主
、
耽
に
征
北
将
軍
を
加
へ
、
上
庸
太
守
、
員
郷
侯
を
領
す
る
こ
と
、
故
の

も
と

如
し
。
耽
の
弟
た
る
儀
を
以
て
、
建
信
将
軍
、
西
城
太
守
と
為
し
、
封
を
遷
し
て
副
軍

将
軍
と
為
す
。

30

→

蜀
将
孟
達
は
、
独
力
で
房
陵
、
劉
封
と
協
力
し
て
上
庸
を
曹
操
か
ら
奪
う

劉
備
は
、
魏
の
上
庸
太
守
の
申
耽
を
留
任
と
し
、
新
た
に
西
城
太
守
を
任
命

劉
備
の
勢
力
圏
に
な
っ
た
後
の
房
陵
太
守
は
未
詳
（
未
設
置
？
）

35

関
羽

樊
城
・
襄
陽
を
囲
み
て
自
り
、
連
り
に
封
・
達
を
呼
び
、
兵
を
発
し
て
自
ら

し
き

助
け
し
め
ん
と
す
。
封
・
達
、
山
郡
の
初
め
て
附
し
て
未
だ
動
揺
す
可
き
を
以
て
辞
し
、

羽
の
命
を
承
け
ず
。

会

羽

覆
敗
し
、
先
主

之
を
恨
む
。
又
、
封
と
達
と
忿
争
し
て

う

た
ま
た
ま

和
せ
ず
、
封

尋
い
で
達
の
鼓
吹
を
奪
ふ
。

つ

達

既
に
罪
を
懼
れ
、
又

封
に
忿
恚
し
、
遂
に
表
し
て
先
主
を
辞
し
、
領
す
る
所
を

ふ
ん

い

40

率
ゐ
て
魏
に
降
る
。

魏
文
帝

達
の
姿
才
・
容
観
を
善
し
と
し
、
以
て
散
騎
常
侍
、
建
武
将
軍
と
為
し
、
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平
陽
亭
侯
に
封
ず
。
房
陵
・
上
庸
・
西
城
の
三
郡
を
合
は
せ
、
達
に
新
城
太
守
を
領
せ

し
む
。

45

→

魏
に
降
っ
た
孟
達
は
、
魏
文
帝
に
よ
っ
て
、
新
城
郡
の
太
守
に
任
命
さ
れ
た

新
城
郡
は
、
房
陵
・
上
庸
・
西
城
の
三
郡
を
併
合
し
た
も
の
（
遥
任
）

征
南
将
軍
の
夏
侯
尚
・
右
将
軍
の
徐
晃
を
遣
は
し
、
達
と
共
に
封
を
襲
ふ
。

（
西
城
太
守
）
申
儀

封
に
叛
す
。
封

破
れ
て
走
り
、
成
都
に
還
る
。

50

（
上
庸
太
守
）
申
耽

魏
に
降
る
。
魏

耽
に
懐
集
将
軍
を
仮
し
、
徙
し
て
南
陽
に
居

せ
し
む
。
（
申
）
儀
を
魏
興
太
守
と
し
、
真
郷
侯
に
封
じ
、

洵

口
に
屯
せ
し
む
。

じ
ゅ
ん

→

蜀
の
西
城
太
守
の
申
儀
は
、
魏
興
太
守
に
（
改
称
、
任
地
は
同
一
、
後
述
）

…
申
儀
が
太
守
と
な
っ
た
西
城
（
魏
興
）
郡
は
、
新
城
郡
か
ら
分
離
？

55

の
ち
に
申
儀
は
、
司
馬
懿
に
協
力
し
て
、
孟
達
と
蜀
の
連
携
を
阻
止

蜀
の
上
庸
太
守
の
申
耽
は
、
任
地
を
去
る

…
申
耽
が
太
守
だ
っ
た
上
庸
郡
は
、
新
城
郡
に
統
合
さ
れ
て
廃
止

蜀
の
房
陵
太
守
が
見
え
ず
、
や
は
り
任
命
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

…
太
守
が
不
在
の
房
陵
郡
は
、
新
城
郡
に
統
合
さ
れ
て
廃
止

60

建
安
末
期
、
西
城
郡
・
上
庸
郡
・
房
陵
郡
を
め
ぐ
り
、
魏
と
蜀
が
抗
争
し
、
軍
事
的

制
圧
や
降
伏
・
裏
切
り
に
よ
っ
て
、
支
配
者
が
変
転
し
ま
し
た
。
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し
か
し
、
後
漢
の
行
政
区
分
を
記
録
し
た
『
後
漢
書
』
郡
国
志
に
は
、
三
つ
の
郡
は

い
ず
れ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
郡
は
、
領
土
支
配
の
基
本
単
位
で
あ
る
に
も
拘
わ

65

ら
ず
、
三
つ
の
郡
が
後
漢
に
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
い
つ
か
ら
郡
が
置
か
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

３
．『
三
国
志
』
巻
一

武
帝
紀

建
安
二
十
（
二
一
五
）
年

秋
七
月
、
（
魏
）
公
（
曹
操
）

陽
平
に
至
る
。
…
…
（
張
）
魯

潰
え
、
巴
中
に
奔

70

る
。
公
の
軍

南
鄭
に
入
り
、

尽

く
魯
の
府
庫
の
珍
宝
を
得
た
り
。
巴
・
漢

皆

降

な
ん
て
い

こ
と
ご
と

る
や
、
漢
寧
郡
を
復
し
て
漢
中
と
為
す
。
漢
中
の
安
陽
・
西
城
を
分
け
て
西
城
郡
と
為

し
、
太
守
を
置
く
。

錫

・
上
庸
郡
を
分
け
て
、
都
尉
を
置
く
。

し
ゃ
く

と

い

→

張
魯
を
降
伏
さ
せ
た
曹
操
が
、
漢
中
郡
の
東
部
を
分
け
て
西
城
郡
と
し
、

75

西
城
郡
の
東
（
荊
州
の
西
）
に
、
都
尉
を
設
置
し
た
（
上
庸
都
尉
は
申
耽
）

房
陵
郡
、
房
陵
太
守
は
曹
操
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
孟
達
が
撃
破
し

た
房
陵
太
守
の
蒯
祺
を
、
劉
表
の
残
党
と
す
る
説
も
あ
る

80

都
尉
は
、
郡
に
置
か
れ
た
軍
事
官
。
官
秩
は
比
二
千
石
。
後
漢
で
は
、
光
武
帝
の
軍

備
縮
小
政
策
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
そ
の
職
掌
は
太
守
に
併
せ
ら
れ
た
。
浜
口
重
国
「
光

武
帝
の
軍
備
縮
小
と
其
の
影
響
」
（
『
東
亜
学
』
八
、
一
九
四
三
年
、
『
秦
漢
隋
唐
史
の
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研
究
』
上
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
に
所
収
）
を
参
照
。

85

４
．『
三
国
志
集
解
』
武
帝
紀

建
安
二
十
（
二
一
五
）
年

し
っ

か
い

宋
書

州
郡
志
に
、
「
安
康
令
、
漢
の
安
陽
県
な
り
、
漢
中
に
属
す
。
漢
末
に
省
き
、

そ
う
じ
ょ

魏

復
た
立
つ
。
魏
興
に
属
す
。
晋
の
太
康
元
（
二
八
〇
）
年
、
名
を

更

む
」
と
。

あ
ら
た

馬
与
龍
曰
く
、
「
漢
の
安
陽
県
の
地
は
蜀
に
属
し
、
魏
の
境
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
魏

90

復
た
立
て
て
魏
興
に
属
せ
し
む
る
の
安
陽
は
、
即
ち
晋
の
安
康
に
し
て
、
漢
の
県
と
距へ

だ

た
り
て
甚
だ
遠
し
。
沈
志
（
宋
書

州
郡
志
）
は
漢
の
安
陽
に
蒙
き
を
以
て
、
是
に
非

し
ん

し

ず
。
…
…
漢
末

西
城
県
と
為
り
、
建
安
二
十
四
年
、
劉
備
は
申
儀
を
以
て
西
城
太
守

な

と
為
す
。
儀

郡
に
拠
り
て
魏
に
降
り
、
魏
文
帝

改
め
て
魏
興
郡
と
為
し
、
治
は
故
の

西
城
県
の
故
城
な
り
」
と
。

95

→

西
端
の
安
陽
県
で
な
く
、
西
城
県
（
の
ち
の
安
康
県
）
が
、

西
城
郡
（
の
ち
に
魏
興
郡
）
に
属
し
、
郡
治
で
あ
っ
た

謝
鍾
英
曰
く
、
「
建
安
二
十
（
二
一
五
）
年
、
曹
公

安
陽
・
西
城
を
分
け
て
西
城
郡

100

と
為
し
、
是

西
城
に
郡
を
立
つ
る
の
始
め
為
り
。
建
安
二
十
四
（
二
一
九
）
年
、
先

な

主

申
儀
を
以
て
西
城
太
守
と
為
し
、
是

西
城
の
蜀
に
属
す
る
の
始
め
為
り
。
黄
初
元

な

（
二
二
〇
）
年
、
申
儀

魏
に
降
り
、
魏

儀
に
魏
興
太
守
を
仮
す
。
是

西
城
の
魏
に
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還
り
て
魏
興
と
名
を
改
む
る
の
始
め
為
り
」
と
。

な

105

→

建
安
二
十
年
～
二
十
四
年
、
曹
操
が
任
命
し
た
西
城
太
守
は
不
明

建
安
二
十
四
年
に
劉
備
が
任
命
し
た
西
城
太
守
の
申
儀
が
、
魏
に
降
る
と
、

（
蜀
の
）
西
城
太
守
か
ら
（
魏
の
）
魏
興
太
守
へ
と
横
滑
り
し
た
。

の
ち
に
申
儀
は
、
司
馬
懿
に
協
力
し
て
孟
達
を
撃
破
す
る

110

潘
眉
曰
く
、
「
郡
の
字
は
衍
文
な
り
。
蓋
し
安
陽
・
錫
・
上
庸
は
皆

漢
中
の
属
県
な

り
。
魏
武

安
陽
・
西
城
の
二
県
を
分
け
て
西
城
郡
を
置
き
、
又

錫
・
上
庸
の
二
県
を

分
け
て
都
尉
を
置
く
。
上
庸

本
は
郡
に
非
ず
、
応
に
郡
の
字
有
る
べ
か
ら
ず
。

ま
さ

銭
氏
考
異
（
銭
大
昕

廿
二
史
考
異
）
に
云
ふ
、
「
上
庸
太
守
の
申
耽

衆
を
挙
げ
て

（
劉
備
に
）
降
る
。
則
ち
上
庸
も
亦

太
守
を
置
く
な
り
」
と
。

115

（
潘
）
眉

按
ず
ら
く
、
劉
封
伝

注
引

魏
略
に
云
ふ
、
申
耽

使
を
遣
は
し
て
曹
公

に
詣
り
、
曹
公

上
庸
都
尉
を
領
せ
し
む
。
是
れ
上
庸
に
都
尉
を
置
く
の
始
め
な
り
。

建
安
末
に
至
り
、
上
庸
太
守
の
申
耽

衆
を
挙
げ
て
（
劉
備
に
）
降
る
。
耽

初
め
都
尉

と
為
り
、
是
に
至
る
に
太
守
と
称
す
。
則
ち
已
に
改
め
て
郡
と
為
る
な
り
。
先
主

耽

な

に
命
じ
て
太
守
を
領
せ
し
む
こ
と
故
の
如
し
。
是
れ
蜀

上
庸
を
以
て
郡
と
為
す
な
り
。

な

120

黄
初
元
（
二
二
〇
）
年
、
新
城
に
併
は
せ
、
太
和
二
（
二
二
八
）
年

又

立
つ
。
…
…

建
安
二
十
（
二
一
五
）
年
に
当
た
り
、
錫
・
上
庸
は
倶
に
県
な
り
。
当
に
郡
の
字
有
る

と
も

ま
さ

べ
か
ら
ず
」
と
。



- 7 -

６
．
参
考

125

『
漢
書
』
巻
二
十
八
上

地
理
志
上

漢
中
郡
、
秦

置
く
。
莽

新
成
と
曰
ふ
。
益
州
に
屬
す
。
戸
十
万
一
千
五
百
七
十
、
口

三
十
万
六
百
一
十
四
な
り
。
県
十
二
。
西
城
。
旬
陽
。
南
鄭
。
襃
中
。
房
陵
。
安
陽
。

成
固
。
沔
陽
。
鍚
（
莽

錫
治
と
曰
ふ
）。
武
陵
。
上
庸
。
長
利
。

よ
う

よ
う

ち

130

『
後
漢
書
』
志
二
十
三

郡
国
五

益
州

漢
中
郡
。
秦

置
く
。
雒
陽
の
西
千
九
百
九
十
里
な
り
。
九
城
、
戸
五
万
七
千
三
百
四

十
四
、
口
二
十
六
万
七
千
四
百
二
な
り
。
南
鄭
。
成
固
。
西
城
（
巴
漢
志
に
、「
漢
末

以
て
西
城
郡
と
為
す
」
と
云
ふ
）
。
襃
中
。
沔
陽
。
安
陽
。
錫
（
錫
有
り
、
春
秋
時
に

す
ず

錫
穴
と
曰
ふ
）
。
上
庸
（
本
は
庸
国
な
り
）
。
房
陵
（
巴
漢
志
に
、
「
建
安
十
三
年
、
別

135

け
て
新
城
郡
に
属
せ
し
む
」
と
云
ふ
）
。

『
三
国
会
要
』
巻
三
十
六

輿
地
三

魏

州
郡
下

荊
州

魏
興
郡
。
建
安
二
十
（
二
一
五
）
年
、
漢
中
の
安
陽
・
西
城
を
分
け
て
西
城
郡

140

と
為
す
（
袁
山
松
書
）
。
魏
文
帝

名
を
改
む
（
水
経
注
）
。
県
四
を
領
す
。
西
城

（
安
橋
有
り
、
呉

将
を
遣
は
し
て
孟
達
を
救
ふ
処
な
り
）
。
平
陽
（
魏

立
つ
）
。

安
陽
（
宋
志
、
「
漢
末
に
省
く
、
魏

復
た
立
つ
」
と
云
ふ
）。
錫
。
〔
楊
晨
〕
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→

袁
山
松
は
、
東
晋
の
歴
史
家
。
著
作
は
『
後
漢
書
』
。

145

曹
操
が
上
庸
と
同
時
に
都
尉
を
設
置
し
た
錫
県
は
、
西
城
（
魏
興
）
郡
に

属
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

新
城
郡
。
黄
初
中
（
二
二
〇
）
、
漢
中
を
分
け
て
置
く
。
県
四
を
領
す
（
寰
宇

記
に
、
「
郡
は
初
め
上
庸
を
治
と
し
、
孟
達

破
る
後
、
治
を
房
陵
に
移
す
」
と
い

150

ふ
）
。
房
陵
（
元
和
志
に
、「
後
漢
末
、
房
陵
県
を
以
て
房
陵
郡
と
為
す
」
と
い
ふ
。

水
経
注
に
、
「
黄
初
中
、
房
陵
を
分
け
て
立
つ
」
と
い
ふ
）
。
綏
陽
（
魏

立
つ
。

宋
志
に
、
「
後
に
改
め
て
秭
帰
と
為
す
」
と
い
ふ
）
。
魏
昌
（
水
経
注
に
、
「
黄
初

中
、
房
陵
を
分
け
て
立
つ
」
と
い
ふ
）
。
祁
郷
（
水
経
注
に
、
「
房
陵
を
分
け
て
立

つ
」
と
い
ふ
。
宋
志
を
案
ず
る
に
、
祁
陽
に
作
る
）
。〔
楊
晨
〕

155

上
庸
郡
、
太
和
二
（
二
二
八
）
年
、
新
城
の
上
庸
・
武
陵
・
北
巫
を
分
け
て
置

き
、
四
（
二
三
〇
）
年

廃
す
。
景
初
元
（
二
三
七
）
年
、
又

魏
興
の
魏
陽
、
錫

郡
の
安
富
・
上
庸
を
分
け
て
郡
と
為
し
、
後
に
又

廃
す
。
甘
露
四
（
二
五
九
）

年
、
新
城
郡
を
分
け
て
復
た
置
く
。
県
四
を
領
す
。
上
庸
（
白
馬
山
有
り
。
荊
州

160

記
に
、
「
孟
達

新
城
太
守
と
為
り
、
山
に
登
り
て
歎
じ
て
曰
く
、
「
此

金
城
千
里

な
り
」
と
。
因
り
て
上
堵
吟
を
作
る
」
と
い
ふ
）
。
安
富
（
魏

立
つ
）
。
北
巫
（
魏

立
つ
）
。
武
陵
。
広
昌
（
宋
志
に
、
「
魏

立
つ
と
疑
ふ
」
と
云
ふ
）
。


